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1.はじめに

皮膚の清潔ケアに関する文献の多くで、泡沫

状石鹸が使用されており、石鹸を用いると、皮

膚表面に付着している汚れや皮脂は浮き立た

され、落ちやすくなるとされている。1)その反

面、石鹸は皮脂や天然保湿成分(アミノ酸や尿

素など)・細胞間脂質(セラミドや脂肪酸など)

が除去され、水分保持機能やノ〈リア機能を低下

させ、乾燥を招くといわれている。 2)

高度救命救急センターICU(以下、救急ICU)
では、温タオノレ清拭による洗面ケアを基本とし

ているが、皮膚の汚れが取りきれていないと感

じた時に、石鹸を使用して洗面ケアを実施する

ことがある。しかし、石鹸を使用した洗面ケア

が皮膚に与える影響を検討した先行研究がな

かったため、以前救急ICUで、温タオノレ清拭と
石鹸清拭を比較し、皮膚の水分量・油分量・柔

軟性の 3側面から、それぞれの洗面ケアが皮膚
に与える影響を検討した。石鹸清拭は、ケア直

後の油分量が低下し、乾燥を招くことが予測さ

れたが、ケア直後の油分量は上昇した。前回の

研究より、ケア直後の油分量の上昇の原因を再

検討する必要があると考えた。

普段私たちが行う洗面は、石鹸で洗顔し、流

水で洗い流す(以下、洗浄)のが一般的である。

そこで、石鹸清拭と石鹸洗浄の違いがケア直後

の油分量の上昇と関係があるのではないかと

考えた。よって、今回は石鹸清拭と石鹸洗浄を

比較し、皮膚の水分量・油分量・柔軟性の 3
側面から、それぞれの洗面ケアが皮膚に与える

影響を再検討した。

しかし、安静臥床中の患者に洗浄を行うのは

困難であるため、前回実施した石鹸清拭を高度

救命救急センター(以下、救命センクー)看護師

に行い、患者に実施した時の値の推移と違いが

ないことをプレテストで確認したうえで、今回

の研究の対象を救命センター看護師とした。

ll.研究方法

1)対象

本研究に同意が得られた救命センターの看

.護師。

2)方法

洗面ケア前後の皮膚の変化を、水分量・油分

量・柔軟性のそれぞれを 10段階(-5'""+5)で表
示する、肌質測定器(バイオスキン)を用いて

測定した。測定時間は、洗面ケア直前・直後・

2時間後とし、測定部位は、被験者の頬骨部で
行った。調査用紙には乾燥・落屑の有無、タオ

ノレ汚染の有無、その他気づいたことを記入する

ようにした。泡沫状石鹸は、 pigeon社製の

babysoap(泡タイプ)弱酸性を使用した。

[石鹸洗浄群]

①温タオノレを顔全体に 60秒間熱布し、皮膚を
湿潤させる。(先行研究で、熱布を 60秒間行
うと、その後 10分間にわたり、その部分の皮
膚流が上昇し、皮脂の分泌を促進させるといわ
れている I)3)。)

②泡沫状石鹸 lプッシ

ュ分で、手指でらせん

を描くように泡を顔全

体にのばし、優しくマ

ッサージするような感

覚で、額→頬→小鼻→

口の周り→顎の}I債で洗う。

③石鹸洗顔後は流水で洗浄する。洗浄の方法は

被験者の普段の洗沖方法とし、回数の設定はせ

ず。その後、乾いたタオノレで水分を拭き取る。

{石鹸清拭群]

①石鹸洗浄群の方法①~②と同様の手順で行

った。

②①で使用した温タオノレで顔全体の石鹸分を

拭き取った。拭き取り毎にタオノレの面をかえ、

3回拭き取った。
※石鹸清拭群のデータは、前回救急ICU入室患
者を対象に行ったものを使用した。

3)期間
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4)倫理的配慮
研究対象となる看護師に研究の主旨を説明

し、個人が特定できないようにデータ化するこ

と、研究協力は任意で、あることを口頭と文書で

説明し、同意を得た。

III.結果

1)対象者の特性

石鹸洗浄群は合計7名(男性3名・女性4名)
であり、年齢の範囲はお~31 歳で、中央値は
26歳で、あった。実施回数は異なり、 l人当たり
4 回~15 回であった。

石鹸清拭群は、合計 10名(男性8名・女性2
名)であり、年齢の範囲は 24 歳~80 歳で、中
央値は59歳で、あった。実施回数は異なり、 l
人当たり 1 回~21 回で、あった。

2)両群のそれぞれの測定値の平均

石鹸清拭群と石鹸洗浄群の平均値を表1、2
及び図 1~3 に示した。

水分量・柔軟性・油分量は、いずれも両群と

もに、直後は直前と比較して値は上昇し、 2時
間後には直前の値に近い値まで低下した。

表1.石鹸洗浄群の水分量・油分量・柔軟性の平均値

一一一一一一“--~甑ー一一一一一直箆ー一一 _~JI守閣後一-ー
水分量 一2.41:1:1.70 0.97:1:1.41 ー1.23:1:1.75

1自分量 .~2J !:i.:t:.?，.4J … L4B :t:J ，9B :~0}6 :t: 3.03 
柔軟性 -2.39士1.76 1.23土1.BO -1.16士l.B3

表2.石鹸清拭群の水分量・油分量・柔軟性の平均値

一一一一一ーーιー一直直-一ー句二車益"一辺守F週後一-
zK分量一 二一2.24:1:2.06・…()sO:l:之3B …プ1，3?:土2.07
油分量 !ー1.9B:l:2.6B 1.65:1:3.23 -0.60土3.1B 
柔軟性 -2.30:1:2.02 0.60:1:2.36 -1.39土2.05
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図1.石鹸清拭・石鹸洗浄群の水分量の変化
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図2.石鹸清拭・石鹸洗浄群の油分量
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図3.石鹸清拭・石鹸決浄群の柔軟性

N.考察

1)水分量と柔軟性の経時的変化

健康な皮膚表面では、皮脂腺から分泌される

皮脂と汗とが皮脂膜を形成し、水分喪失を妨げ

乾燥を防いでいる。 4)また、皮膚をバリアして

いる皮脂を取り除くと、皮溝が明瞭となり皮膚

の水分吸収能が充進する。よって、石鹸を使用

すると、水溶性の汚れだけではなく、皮脂など

の脂溶性の汚れを取り除くことができ、より水

分吸収能が高まると考えられている。 5)

水分量の値の推移は、石鹸清拭群・石鹸洗浄

群ともに、直後には直前と比較して値は上昇し、

2時間後には直前の値に近い値まで低下した。
洗面ケア直後は皮膚表面に水分があるため、皮

膚はその皮膚表面の水分を多く吸収し、直後の

皮表角層水分量は大幅に増加するとされてい

る。 6)そのため、直後には両群ともに水分量の

値が高くなったと考えられる。直後の値の上昇

は、泡沫状石鹸により、皮膚の汚れや皮脂が十

分に取り除か札、皮膚表面の皮溝が明瞭となり、

水分吸収能が高まった結果だと言える。また、

熱布による皮膚表面温度の上昇が、皮脂の分泌

を促し、皮脂膜の形成を促進させ、水分保持機

能を高めた結果、直後の値を上昇させたと考え

られる。

石鹸を使用した洗面ケアは、バリア機能を果

たしている皮脂を取り除き、水分保持機能が低



下して水分が蒸発しやすくなり、皮庸の水分量

が減少するとされている。 6)よって、石鹸清拭

群・石鹸洗浄群ともに、皮膚の乾燥が懸念され

た。しかし、 2時間後の値が直前の値を下回ら

なかった。この結果は、石鹸を使用した洗面ケ

アによって皮脂が除去され、水分量は一旦低下

するが、 2'"'"'3時間以内に新しい皮脂が分泌さ

れ、清拭前の皮膚の状態に戻るとされているの

ことから説明ができる。また、熱布が皮脂膜形

成を促進させて乾燥を防ぐ効果をもたらした

とも考える。しかし、石鹸清拭は皮膚をバリア

している皮脂を除去し、乾燥を招くリスクが高

いため、洗面ケア後、新たな皮脂が分泌される

までの 2'"'"'3時間は、保湿ケアが重要であると

考える。

柔軟性の値は、水分量の値の上昇下降の変化

に伴って、同様に値が変化している。皮膚に水

分が保持されることで皮膚は柔軟するといわ

れておりへ水分量と柔軟性には関係性がある

と言える。よって、柔軟性の値は、水分量の値

と同様の推移を示したものと考えられる。

2)油分量の経時的変化

石鹸を使用することで皮膚表面に付着して

いる汚れや皮脂は浮き立たされ、皮膚表面の油

分が落ちやすくなるとされている。1)そのため、

石鹸を使用した入浴や清拭直後に油分量は減
少するといわれている。 7)本研究においても、

両群ともに、直後は直前と比較して油分量は減

少すると考えられた。しかし、両群ともに直後

には直前と比較して値は著しく上昇した。

石鹸清拭群での拭き取り回数は、先行研究で

拭き取りを 2-----3回行うと、皮膚表面がフェイ

スケア前のpH値に戻る7)とされていることや、

患者の疲労を考慮、して、 1枚の温タオノレで面を
変えながら3回の拭き取りをすると設定じた。
しかし、拭き取りだけでは石鹸成分は皮膚に残

留するという文献もあり、ふき取り不足による

直後の油分量の上昇が考えられた。よって、石

鹸清拭と石鹸洗浄の比較を行い、石鹸清拭直後

の油分量の上昇が、拭き取り不足によるものか

を検討した。しかし、石鹸洗浄群でも石鹸清拭

群同様に、直後の油分量は上昇する結果となっ

た。

石鹸洗浄群での洗浄方法や回数は設定しな

かったため、対象者による変動があったと考え

られるが、それが対象者それぞれの日常生活に

おける洗面ケアであることに変わりはない。そ

のことから、直後の油分量の著しい上昇は、拭

き取り不足が原因で、はなかったと考える。この

ような、石鹸を使った洗面ケア直後に油分量が

上昇するとしづ結果の先行研究はない。また、

今回の水分量、油分量、柔軟性の測定だけでは、

石鹸清拭群・石鹸洗浄群のケア直後の油分量の

上昇の要因を明らかにすることは困難で、あっ

た。

石鹸を使用した洗面ケアの直後の油分量が

上昇した要因は、その他、測定環境や測定機器、

対象者の違いなどが考えられる。今後、測定方

法や測定機器などを考慮し、石鹸清拭後の油分

量の上昇の原因を明らかにするための、さらな

る検討が必要である。

両群の直後から 2時間後にかけての値の変
化は、水分量と同じ推移を示している。前述し

た通り、皮脂は水分保持機能に大きな役割を果

たしており、水分量と油分量は比例していると

いえる。

両群の 2時間後の値は、直前に近い値まで低-

下した。これは、直後に何らかの理由で上昇し

た油分が、外界に蒸散し、徐々に減少したため

だと考えられる。しかし、 2時間後の値が直前

の値を下回ることなく、乾燥に傾くことがなか

ったのは、石鹸により皮脂が取り除かれた後、

新しい皮脂が 2"'3時間かけて分泌されたから

だと考える。また、熱布が皮脂の分班、を促進さ

せ、より乾燥予防につながったと考えられる。

今回の研究では、患者を対象として実施がで

きておらず、研究対象者の年齢に偏りがあり、

すべての患者に対して同様の結果が得られる

かは定かではなく、信頼性にかけるところがあ

る。これが本研究の限界である。

v.結論

-石鹸清拭・石鹸洗浄ともに、洗面ケア直前の

皮膚状態よりも乾燥を示すことはなかった。

・石鹸清拭直後の油分量の上昇は、ふき取り不

足が原因ではなかった。

・石鹸清拭・石鹸洗浄ともに、値の推移が同様

であり、石鹸清拭は、普段の洗顔方法を実施す

るのと皮膚に対する影響に変わりはない。
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